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委員会レポート 

一般質問 6人の議員が町政の課題を問う

9月定例会・8月臨時会9月定例会・8月臨時会

（決算審査特別・総務文教・経済厚生）

E-mail:gikaijimukyoku@town.tabuse.yamaguchi.jp

２０１７年（平成２９年） 10 月27日

135

▲携帯で簡単に議会の
　ホームページに
　アクセスできます

10 月 1日に八
やわ た

幡八幡宮で山口県指定無形民俗文化財「大波野神舞」薙
なぎなた

刀の舞が舞
われました。江戸時代から伝わる伝統芸能でこれからも後世に伝承していきます。

躍動の秋　伝統の舞躍動の秋　伝統の舞
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9 月定例会

平
成
29
年
９
月
定
例
会
は
９
月
11
日
か
ら
12
日
間
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。
本
定
例
会
で
は
、
町
長
報
告
４
件
の

ほ
か
、
決
算
１
件
、
補
正
予
算
５
件
、
条
例
１
件
及
び
人
事
１
件
の
合
計
８
議
案
を
審
議
し
ま
し
た
。
な
お
初
日
の

本
会
議
で
は
、
６
人
の
議
員
が
一
般
質
問
に
登
壇
し
ま
し
た
。

○
平
成
28
年
度
基
金
運
用
状

況
○
平
成
28
年
度
決
算
に
係
る

健
全
化
判
断
比
率

○
平
成
28
年
度
決
算
に
係
る

公
営
企
業
の
資
金
不
足
比

率
○
平
成
26
年
度
及
び
27
年
度

決
算
に
係
る
健
全
化
判
断

比
率
の
修
正

一
般
会
計
及
び
特
別
会
計

　

一
般
会
計
の
歳
入
総
額
は

58
億
１
５
１
２
万
円
、
歳
出

総
額
は
56
億
９
６
０
２
万
円

で
、
差
引
額
（
形
式
収
支
）

は
１
億
１
９
１
０
万
円
の
黒

字
に
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
で
は
、
町
税
が
前
年

度
に
比
べ
０
・
８
％
減
の

16
億
８
２
７
５
万
円
、
地
方

交
付
税
も
２
・
６
％
減
の

19
億
１
９
０
３
万
円
で
す
。

　

ま
た
、
国
庫
支
出
金
は
地

域
住
民
生
活
等
緊
急
支
援

交
付
金
の
皆
減
に
よ
り
前
年

度
に
比
べ
７
・
８
％
減
の

６
億
２
８
６
６
万
円
、
県
支

出
金
は
子
育
て
支
援
特
別
対

策
事
業
の
完
了
等
に
よ
り
、

13
・
１
％
減
の
４
億
２
９
１

８
万
円
で
す
。

　

町
債
は
、
臨
時
財
政
対
策

債
の
減
等
に
よ
り
８
・
８
％

減
の
２
億
９
７
２
０
万
円
で
す
。

　

歳
出
で
は
、
道
路
橋
梁
長

寿
命
化
計
画
策
定
事
業
や

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強
化
事

業
に
よ
り
、
物
件
費
が
前
年

度
に
比
べ
４
・
８
％
増
の

７
億
５
６
０
２
万
円
、
繰
越

金
を
財
源
に
し
た
財
政
基
金

積
立
金
の
増
に
よ
り
、
積
立

金
が
１
０
７
・
５
％
増
の

１
億
５
２
０
０
万
円
、
下
水

道
事
業
特
別
会
計
繰
出
金

等
の
増
に
よ
り
、
繰
出
金
は

３
・
２
％
増
の
10
億
４
４
９

万
円
で
す
。

　

ま
た
、
特
別
会
計
４
会
計

の
歳
入
合
計
額
は
48
億
６
１

５
７
万
円
、
歳
出
合
計
は

47
億
３
３
８
１
万
円
で
、
差

引
額
（
形
式
収
支
）
は

１
億
２
７
７
６
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

【
全
員
賛
成
】

町
長
報
告

　
年
度
決
算
認
定

２８

本　　会　　議　（９月 11日）　

町
長
提
出
議
案

麻郷・浜城地区に地域防災センター着工へ麻郷・浜城地区に地域防災センター着工へ

29 年度 補正予算

麻郷・麻里府地区の災害時に避難所としても利用
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あ
な
た
の
要
望
は

　
　
　
　
こ
う
な
り
ま
し
た

陳　

情

○
田
布
施
町
放
課
後
児
童
の
保
育
に
関
す
る
条
例
に
関
す
る

陳
情

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

▼
採　

択

○
「
協
同
労
働
の
協
同
組
合
法
（
仮
称
）」
の
速
や
か
な
制
定

を
求
め
る
意
見
書
に
関
す
る
陳
情
書

（
提
出
者
）
企
業
組
合

　

ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
山
口
理
事
長　

末
永　

一
博　
　

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

▼
継
続
審
査

◉
一
般
会
計

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

５
６
４
３
万
円
増
額
し
、
予

算
総
額
59
億
８
６
４
６
万
円

と
す
る
も
の
で
す
。

《
主
な
歳
入
》

地
方
交
付
税

７
６
９
万
円
増

国
庫
支
出
金

　

２
８
６
２
万
円
減

繰
越
金

９
３
５
３
万
円
増

《
主
な
歳
出
》

財
政
基
金
積
立
金

５
２
０
４
万
円
増

公
共
施
設
整
備
基
金
積
立
金

　

２
９
０
０
万
円
増

住
宅
費　

６
９
０
２
万
円
減

消
防
費　

１
３
７
９
万
円
増

【
全
員
賛
成
】

◉
特
別
会
計

国
民
健
康
保
険

　

制
度
改
正
に
伴
う
シ
ス
テ

ム
改
修
や
前
年
度
療
養
給
付

費
の
返
還
等
の
増
額
補
正
で

す
。

【
全
員
賛
成
】

下
水
道

　

国
庫
補
助
事
業
の
減
額
に

よ
る
事
業
計
画
の
見
直
し
の

減
額
補
正
で
す
。【全

員
賛
成
】

介
護
保
険

　

前
年
度
精
算
や
介
護
給

付
費
準
備
基
金
へ
の
積
立
金

等
の
増
額
補
正
で
す
。

【
全
員
賛
成
】

後
期
高
齢
者
医
療

　

前
年
度
精
算
や
異
動
等

に
よ
る
人
件
費
の
増
額
補
正

で
す

【
全
員
賛
成
】

　
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支

援
総
合
事
業
等
に
関
す
る
経

過
措
置
を
定
め
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

認
知
症
総
合
支
援
事
業

を
半
年
繰
り
上
げ
て
、
平
成

29
年
10
月
１
日
か
ら
実
施
す

る
た
め
の
改
正
で
す
。

【
全
員
賛
成
】

教
育
委
員
会
委
員
の
同
意

　

櫻
井
濟
美
氏
（
大
国
木
）

が
本
年
10
月
19
日
を
も
っ
て

任
期
満
了
に
な
る
た
め
、
引

き
続
き
同
氏
を
任
命
す
る
こ

と
に
同
意
す
る
も
の
で
す
。

【
全
員
賛
成
】

　
年
度
補
正
予
算

２９

条
　
　
　
例

人
　
　
　
事

 櫻井　濟
なりよし

美氏

地域防災センター建設予定地（浜城）

・
臨
時
議
会
・

８
月
21
日

　

平
成
29
年
８
月
臨
時
会

は
８
月
21
日
の
１
日
間
の
日

程
で
開
か
れ
ま
し
た
。
本
臨

時
会
で
は
、専
決
処
分
１
件
、

補
正
予
算
１
件
の
合
計
２
件

の
町
長
提
出
議
案
を
審
議
し

ま
し
た
。

田
布
施
町
名
誉
町
民
に
対
す

る
特
典
又
は
待
遇
を
行
う
こ

と
に
つ
い
て

　

去
る
８
月
11
日
に
逝
去
さ

れ
た
田
布
施
町
名
誉
町
民
、

故
吹
田
愰
先
生
の
お
別
れ
会

を
田
布
施
町
主
催
で
挙
行
し

た
こ
と
の
承
認
で
す
。

【
全
員
賛
成
】

一
般
会
計

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

１
３
５
０
万
円
増
額
し
、
予

算
総
額
を
59
億
３
０
０
２
万

円
と
す
る
も
の
で
す
。

《
歳　

入
》

繰
越
金

５
５
０
万
円
増

町
債

８
０
０
万
円
増

《
歳　

出
》

庁
舎
耐
震
補
強
に
係
る
設
計

委
託
料

１
３
５
０
万
円

【
全
員
賛
成
】

吹田愰先生お別れの会

専
決
処
分

町
長
提
出
議
案

　
年
度
補
正
予
算

２９

庁舎耐震補強イメージ図
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決算審査特別委員会（9 月 13 日）

人件費
10億6,438万円
18.7%

物件費
7億5,602万円
13.3%

扶助費
9億5,546万円
16.8%補助費等

7億2,848万円
12.8%

普通建設事業費
2億7,210万円
4.8%

普通建設事業費
2億7,210万円
4.8%

公債費
7億4,982万円
13.2%

繰出金
10億0,449万円
17.6%

その他
1億6,527万円
2.9%

【歳出】
56億9,602万円

60
億
３
６
３
４
万
円

63
億
２
７
３
６
万
円

56
億
４
５
２
７
万
円

57
億
９
２
５
６
万
円

平成28年度田布施町一般会計決算の概要平成28年度田布施町一般会計決算の概要

1. 歳入
　町税の徴収率は95.8％で、前年度
比1.3ポイント上昇。不納欠損額は
572万円。収入未済額は6,816万円
で、前年度比で190万円減少した。公
平な徴収のために、日頃の地道な業
務の積み重ねが、徴収率の上昇及
び収入未済額の減少という形で表
れている。
税外収入は、収入済額41億3,237万
円と、前年度比1億2,865万円減少し
た。これは、地方消費税交付金、国庫
支出金、県支出金等が減少しことに
よる。

　支出済額は56億9,602万円で、
前年度に比べ0.3％減少してい
る。
　保育所、西田布施公民館、2つの
小学校に係る工事が完了したこ
とが主な減少によるものである。

2. 歳出

3. 財政構造の弾力化 4. 基金・地方債現在高

（１）経常収支比率　　97.4％（4.3ポイント上昇）

（２）実質公債費比率　13.1％（0.5ポイント低下）

（１）基金現在高　　  15億1,500万円
 　　　　　　　　　　　　（7,237万円増加）
（２）地方債現在高　110億7,652万円
　　　　　　　　　　　　（4億6,532万円減少）

(億円)

(年度)
0

10

23 24 25

20

30

40

50

60

70

(億円)

(年度)
0

10

23 24 25

26

26

20

30

40

50

60

70

58
億
９
５
４
７
万
円

59
億
５
６
８
９
万
円

27

58
億
１
５
１
２
万
円

28

27

56
億
７
８
９
１
万
円

28

60
億
６
６
５
１
万
円

54
億
６
３
４
３
万
円

56
億
１
２
３
７
万
円

（監査委員による審査意見書より）

（監査委員による審査意見書より）

【歳入】
58億1,512万円

町税
16億8,275万円
28.9%

その他
8億5,830万円
14.8%

地方交付税
19億1,903万円
33.0%

町債
2億9,720万円
5.1%

国庫支出金
6億2,866万円
10.8%

県支出金
4億2,918万円
7.4%

〈歳入の推移〉

〈歳出の推移〉

56
億
９
６
０
２
万
円

決算審査特別委員会

28年度決算

地方創生事業に２, ３９０万円
三世代同居・近居奨励事業など８事業を実施
地方創生事業に２, ３９０万円
三世代同居・近居奨励事業など８事業を実施

「平成２８年度田布施町歳入歳出決算の認定」については決算審査特別委員会を設置し、9月13日に委員
会を開き、慎重に審査しました。審査の結果、全員賛成で認定されました。
地方創生事業の経費については、三世代同居近居奨励事業や、農水産物ブランド化構築事業などの事業を
主に実施しました。



担
。

◎
民
生
費
・
衛
生
費

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　

場
所
・
利
用
料
は
。
町
民
に

周
知
し
て
い
る
か
。

　

事
務
所
は
柳
井
市
役
所
そ
ば

の
福
祉
会
館
内
。
利
用
料
は
７

時
～
19
時
が
１
時
間
６
０
０

円
。
そ
れ
以
外
の
時
間
及
び
土
・

日
・
祝
日
は
７
０
０
円
。
対
象

は
０
歳
～
小
学
校
６
年
生
。
広

報
掲
載
や
保
育
園
に
資
料
配
布

し
啓
発
し
て
い
る
。

河
川
等
水
質
検
査

　

水
質
検
査
で
大
腸
菌
が
多
い

が
、
原
因
は
。

　

環
境
審
議
会
や
快
適
環
境
づ

く
り
推
進
協
議
会
で
も
話
が
出

た
が
、
原
因
究
明
に
は
至
っ
て

い
な
い
。
検
査
項
目
の
数
値
的

に
は
超
え
て
い
る
が
、問
題
な
い
。

一
斉
清
掃

　

ダ
ン
プ
の
配
車
は
年
１
回
５

月
だ
け
か
。
そ
の
他
自
治
会
で

清
掃
し
た
場
合
な
ど
処
理
に
困

る
。
方
法
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

　

今
の
と
こ
ろ
１
回
、
各
自
治

会
と
相
談
し
配
車
計
画
を
立
て

配
車
し
て
い
る
。
そ
れ
以
外
に

つ
い
て
は
検
討
す
る
。

　

参
加
者
全
員
、
傷
害
保
険
加

入
し
て
い
る
か
。

　

全
員
加
入
し
て
い
る
。

◎
労
働
費
・
農
林
水
産
業
費
・
商
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納
税
通
知
書
は
全
て
に
届
い

て
い
る
か
。
土
地
所
有
者
不
在

等
の
処
理
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
か
。

　

相
続
人
不
存
在
、
相
続
人
不

明
と
い
っ
た
場
合
は
届
か
な

い
。
こ
の
よ
う
な
時
は
滞
納
処

分
の
執
行
停
止
を
す
る
。

　

地
価
が
下
が
っ
て
い
く
の
で

減
収
に
な
る
か
。

　

太
陽
光
等
の
償
却
資
産
分
が

増
額
し
て
い
る
た
め
ト
ー
タ
ル

で
は
増
額
。

　

実
質
収
支
で
１
億
１
２
０
０

万
円
の
黒
字
に
な
っ
て
い
る
要

因
は
。

　

介
護
納
付
金
な
ど
の
減
額
と

歳
入
で
前
期
高
齢
者
交
付
金
な

ど
の
増
加
が
要
因
。

　

保
険
料
の
減
額
を
し
て
は
ど

う
か
。

　

30
年
度
か
ら
県
運
営
に
な

る
。
そ
の
時
点
で
考
え
た
い
。

　

基
金
が
約
５
８
０
０
万
も
あ

る
。
使
途
と
保
険
料
の
減
額
は

で
き
な
い
か
。

　

急
な
介
護
給
付
の
増
額
対
応

の
基
金
。
保
険
料
は
３
年
ご
と

に
計
画
を
見
直
す
の
で
そ
の
時

の
状
況
に
よ
る
。【

全
員
賛
成
】

人
件
費
の
増
加
、
車
両
・
設
備

の
更
新
に
向
け
て
の
積
立
金
な

ど
に
よ
る
。

英
語
推
進
事
業
費

　

４
１
０
万
５
千
円
は
英
語
指

導
助
手
の
人
件
費
か
。
何
人
体

制
か
。

　

２
人
体
制
の
人
件
費
。（
小

学
１
名
、
中
学
１
名
）

体
育
施
設
整
備
事
業

　

体
育
館
の
太
陽
光
設
置
、
蓄

電
設
備
設
置
費
用
は
。

　

総
事
業
費
約
３
０
０
０
万
円

の
う
ち
約
１
８
０
０
万
円
が
蓄

電
設
備
費
。

奨
学
資
金

　

受
給
者
が
少
数
だ
が
理
由
は

何
か
。

　

27
年
改
定
ま
で
は
少
額
で
あ

っ
た
こ
と
。
改
定
後
、
広
報
で

は
Ｐ
Ｒ
し
た
が
、
ま
だ
浸
透
し

て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　

貸
与
型
か
ら
給
付
型
に
し
て

は
ど
う
か
。

　

こ
れ
か
ら
研
究
し
て
い
く
。

歳
　
入

◎
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

おもな質疑

Q&A

工
費
・
土
木
費
・
災
害
復
旧
費

観
光
協
会

　

観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
い
つ

で
き
る
か
。
他
市
町
に
比
べ
見

劣
り
す
る
。

　

協
会
と
い
っ
し
ょ
に
他
所
同
様

の
も
の
を
作
成
準
備
し
て
い
る
。

竹
林
整
備

　

１
０
０
０
㎡
以
下
の
整
備
を

す
る
場
合
、
支
援
は
受
け
ら
れ

る
か
。

　

町
の
補
助
は
な
い
。

　

竹
チ
ッ
パ
ー
の
使
用
状
況
は

ど
う
か
。
大
型
の
も
の
が
あ
れ

ば
よ
い
が
。

　

稼
働
率
は
非
常
に
よ
い
。
県

の
補
助
事
業
が
あ
れ
ば
考
え
た
い
。

青
年
就
農
給
付
金
経
営
開
始
型

給
付
事
業

　

事
業
費
１
５
０
万
円
の
使
途

は
。
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
・
造
成

な
ど
に
は
、
別
に
補
助
・
貸
付

は
あ
る
か
。

　

１
５
０
万
円
は
生
活
費
等
全

て
。
そ
の
他
の
補
助
は
県
が
３

分
の
１
、
町
が
10
分
の
１
あ
る
。

有
害
鳥
獣
捕
獲
対
策
事
業

　

町
内
で
ム
ク
ド
リ
の
被
害
は

あ
っ
た
か
。

　

現
時
点
で
は
被
害
報
告
を
受

け
て
い
な
い
。

公
園
整
備
事
業

　

地
域
交
流
館
横
に
バ
リ
ケ
ー

ド
が
あ
る
が
、
中
心
地
で
も
あ

る
し
景
観
面
・
利
便
性
か
ら
取

り
除
い
た
ら
ど
う
か
。

　

現
時
点
暴
走
防
止
・
迷
惑
運

転
防
止
で
バ
リ
ケ
ー
ド
を
し
て

い
る
。
全
舗
装
に
な
れ
ば
撤
去

可
能
。

　

地
域
交
流
館
横
駐
車
場
で
舗

装
上
に
水
た
ま
り
が
で
き
る
が

把
握
し
て
い
る
か
。

　

側
溝
に
流
れ
る
よ
う
に
勾
配

を
つ
け
て
舗
装
し
た
が
、
勾
配

が
小
さ
い
の
で
完
璧
は
困
難
。

石
城
山
美
化
事
業

　

以
前
、
山
桜
を
た
く
さ
ん
植

え
た
が
、
雑
木
の
影
響
で
枯
れ

て
い
る
。
対
策
は
。

　

植
え
て
10
年
近
く
に
な
る
。

現
在
対
策
は
考
え
て
い
な
い
。

◎
消
防
費
・
教
育
費

光
地
区
消
防
組
合
負
担
金

　

27
年
度
に
比
べ
１
０
０
０
万

円
の
増
額
。
理
由
は
。

　

司
令
棟
更
新
の
起
債
償
還
、

AA

Q
一
般
会
計

QA

介
護
保
険
特
別
会
計

下
水
道
事
業
特
別
会
計

A

A

A A

A

AAAAA

A

AAAA

AAA Q

Q

Q

Q

QQQQQ

QQQ

QQQQ

Q

QQQ

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

歳
　
出

◎
議
会
費
・
総
務
費

ふ
る
さ
と
納
税

　

ふ
る
さ
と
納
税
が
伸
び
な
い

原
因
は
。

　

返
礼
品
を
寄
附
額
の
２
割
以

内
に
限
定
し
て
い
る
た
め
。

　

寄
附
金
使
途
指
定
の
う
ち
、

町
長
一
任
の
内
容
は
。

　

子
ど
も
医
療
費
の
準
備
経
費

等
に
充
当
し
た
。

地
方
創
生
事
業

　

農
水
産
物
ブ
ラ
ン
ド
構
築
検

討
事
業
１
４
５
８
万
円
の
使

途
・
効
果
は
。

　

ブ
ラ
ン
ド
委
員
会
を
設
立
、

会
議
６
回
。
専
門
家
を
招
き
、

講
座
８
回
実
施
。
ブ
ラ
ン
ド
商

品
開
発
33
品
目
考
案
と
進
め
て

い
る
。
今
後
は
販
路
拡
大
・
６

次
産
業
化
に
取
り
組
む
。

防
犯
灯
補
助

　

防
犯
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
交
換
し

た
が
、切
れ
た
場
合
の
対
応
は
。

　

１
年
間
の
保
証
期
間
内
は
業

者
負
担
。
過
ぎ
れ
ば
自
治
会
負

A QQA

AA QQ

竹チッパー

スポーツセンター太陽光パネル



補
助
金
は
あ
る
か
。

　

国
・
県
か
ら
１
／
３
ず
つ

補
助
。

老
人
福
祉
費

　

老
人
ク
ラ
ブ
補
助
金
は
連

合
会
に
一
括
で
出
す
の
か
。

　

各
単
位
ク
ラ
ブ
と
連
合
会

に
出
す
も
の
を
合
わ
せ
て
予

算
計
上
し
て
い
る
。

【
全
員
賛
成
】

特
別
会
計

国
民
健
康
保
険

基
金
繰
入
金

　

基
金
繰
入
金
の
減
額
は
。

　

前
年
度
繰
越
金
に
よ
り

財
源
が
確
保
で
き
た
た
め
。

【
全
員
賛
成
】

下
水
道
事
業

【
全
員
賛
成
】

介
護
保
険

【
全
員
賛
成
】

後
期
高
齢
者
医
療【全

員
賛
成
】

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援

総
合
事
業
等
に
関
す
る
経

過
措
置
を
定
め
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

【
全
員
賛
成
】

田
布
施
町
放
課
後
児
童
の

保
育
に
関
す
る
条
例
に
関

す
る
陳
情

【
採
択
】

「
協
同
労
働
の
協
同
組
合
法

（
仮
称
）」
の
速
や
か
な
制
定

を
求
め
る
意
見
書
に
関
す
る

陳
情
書

【
継
続
審
査
】

　

平成 29 年 10 月 27 日 たぶせ議会だより 第 135 号 （６）委員会レポート

29
年
度
補
正
予
算

総務文教委員会

経
済
厚
生
委
員
会
を
９
月
15
日
に
開
き
、
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
を
予
備
審
査
し
、

29
年
度
特
別
会
計
補
正
予
算
４
件
、
条
例
１
件
、
陳
情
２
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

経済厚生一
般
会
計
（
予
備
審
査
）

住
宅
管
理
費

　

町
営
住
宅
長
寿
命
化
計
画

策
定
委
託
料
は
30
年
後
の
必

要
戸
数
を
調
べ
る
だ
け
か
。

　

必
要
戸
数
の
他
、
配
置
計

画
や
民
間
の
住
宅
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ

も
検
討
。

児
童
福
祉
総
務
費

　

養
育
困
難
な
家
庭
に
ヘ
ル

パ
ー
を
支
援
。
訪
問
事
業
、

Q QA

 
補
正
予
算

AQA QA

Q

総務文教 総
務
文
教
委
員
会
を
９
月
20
日
に
開
き
、
平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
を
審
査
し

ま
し
た
。

一
般
会
計

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

　

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
家
庭

で
み
る
に
は
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ

タ
、
パ
ソ
コ
ン
を
用
意
し
、

利
用
登
録
す
れ
ば
み
れ
る
。

Ｐ
Ｃ
Ｂ

　

一
昨
年
Ｐ
Ｃ
Ｂ
機
器
処
理

は
済
ん
だ
は
ず
だ
が
今
回
な

ぜ
出
た
の
か
。

　

古
い
蛍
光
灯
の
安
定
器
等

が
２
個
見
つ
か
っ
た
。
Ｈ
39

年
ま
で
に
処
理
す
る
。

非
常
用
発
電
機

　

非
常
用
発
電
機
が
故
障

し
た
が
原
因
は
。

　

定
期
点
検
で
発
見
、
燃
料

系
の
故
障
。

児
童
ク
ラ
ブ

　

田
布
施
西
児
童
ク
ラ
ブ
の

工
事
費
は
何
か
。

　

ト
イ
レ
、
エ
ア
コ
ン
、
電

話
を
工
事
。

【
全
員
賛
成
】

Q

Q

A

AA Q

A

経済厚生委員会

条
　
　
例

陳
　
　
情

（
視
察
レ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
は
13
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

採
択
さ
れ
た
陳
情
の
内
容

マイナポータル利用の流れ
（内閣府ホームページより）

田布施西児童クラブ

非常用発電機

　

放
課
後
児
童
保
育
の
対
象

が
町
立
小
学
校
の
就
学
児
童

と
な
っ
て
い
る
条
例
の
規
定

を
、
町
内
在
住
の
小
学
校
就

学
児
童
に
改
正
す
る
よ
う
陳

情
が
あ
っ
た
も
の
で
す
。

波野団地外壁塗装改修工事の様子
（平成22年）

老人クラブ活動の様子



たぶせ議会だより 第 135 号平成 29 年 10 月 27 日（７） 一 般 質 問

9月定例会

６
人
の
議
員
が
町
政
の
課
題
を
問
う

６
人
の
議
員
が
町
政
の
課
題
を
問
う
一般質問

一般質問は、町政
全般について、町
長など執行機関の
考え方や方針を問
いただすものです。
ここでは紙面の都
合上、質疑の中か
ら内容の一部要旨
を掲載しています。

一般質問

　

観
光
協
会
が
広
い
事
務
所

を
要
望
し
た
も
の
。
セ
ン
タ

ー
は
県
の
観
光
施
策
の
一
環

で
い
き
い
き
館
へ
設
置
し
た

が
、
役
割
は
不
十
分
。
は
ぜ

ロ
ウ
祭
り
は
主
催
者
の
判
断

を
尊
重
し
、
今
後
復
活
す
れ

ば
サ
ポ
ー
ト
す
る
。
観
光
パ

ン
フ
や
遺
跡
の
地
図
と
説
明

は
今
年
度
中
に
作
成
予
定
。

駐
車
場
は
困
難
。

A

　
観
光
拠
点
が
３
ヶ
所
に
分

散
さ
れ
た
経
緯
と
観
光
情
報

セ
ン
タ
ー
の
役
割
、
観
光
協

会
が
「
お
い
で
ぇ
」
に
常
駐

し
て
い
る
理
由
は
。
は
ぜ
ロ

ウ
祭
り
の
中
止
に
つ
い
て
の

Q

國本　悦郎　議員

分
か
り
や
す
い
観
光
に  

　
　 

　
　
　
　
　
　
國
本
　
悦
郎

観
光
事
業

パ
ン
フ
を
作
成
す
る                        

　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
信
町
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
尾
﨑
教
育
長

見
解
と
復
活
に
向
け
て
の
働

き
か
け
は
。
廃
版
の
観
光
パ

ン
フ
等
を
増
刷
す
る
つ
も
り

は
。
古
墳
の
案
内
パ
ン
フ
の

作
成
や
駐
車
ス
ペ
ー
ス
は
。

廃版になった観光パンフ

麻郷小学校のホームページ

　

更
新
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
あ
り
、

誰
で
も
更
新
で
き
る
。｢

情

報
教
育
推
進
委
員
会｣

が
あ

り
、
Ｈ
Ｐ
の
研
修
は
十
分
可

能
。
写
真
等
の
個
人
情
報
掲

載
の
場
合
は
そ
の
都
度
保
護

者
か
ら
同
意
を
求
め
て
い
る
。

Ｈ
Ｐ
を
通
し
て
町
内
外
に
情

報
発
信
し
て
い
る
。
各
学
校

で
は
町
施
設
等
に
も
情
報
紙

の
掲
示
を
依
頼
し
て
い
る
。

A

　
学
校
は
地
域
の
一
大
文
化

拠
点
で
、
地
域
で
支
援
す
べ

き
も
の
と
思
う
。
Ｈ
Ｐ
や
学

校
だ
よ
り
、
行
事
予
定
は
保

護
者
だ
け
で
な
く
、
広
く
公

開
す
る
必
要
が
あ
る
。
Ｈ
Ｐ

の
更
新
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
あ
り
、

学
校
間
格
差
を
な
く
す
た
め

に
研
修
は
。
写
真
ア
ッ
プ
の

同
意
書
は
。
公
民
館
等
に
教

育
情
報
コ
ー
ナ
ー
を
。

Q

教育活動

教 育 活 動 の 公 開 を 　　 國　本

ホームページ（HP）の更新はできる    教育長



平成 29 年 10 月 27 日 たぶせ議会だより 第 135 号 （８）一 般 質 問

A

A

　
原
因
の
多
く
は
所
有
者
の

死
亡
に
起
因
す
る
。
管
理
に

関
す
る
問
題
と
町
税
の
賦
課

徴
収
に
関
す
る
問
題
が
あ
る
。

相
続
人
が
移
転
登
記
を
行
わ

な
い
と
、
時
間
の
経
過
と
と

も
に
追
跡
調
査
が
困
難
に
な

る
。
一
自
治
体
で
対
応
で
き

る
問
題
で
な
く
、
国
レ
ベ
ル

で
対
応
方
針
を
示
す
必
要
が

あ
る
。

　
現
在
、
熊
毛
南
高
校
は
県

立
高
校
の
再
編
整
備
計
画
に

入
っ
て
い
な
い
。
存
続
要
望

を
今
、
す
る
考
え
は
な
い
。 

　
中
高
一
貫
校
は
再
編
整
備

と
は
別
で
、
県
や
平
生
町
と

の
協
議
が
必
要
に
な
る
。
本

町
だ
け
の
考
え
で
進
め
ら
れ

な
い
。
提
案
は
今
後
の
参
考

と
す
る
。

　
新
た
に
所
有
者
不
明
の
土

地
を
だ
さ
な
い
。
不
明
の
土

地
は
ど
う
活
用
す
る
か
の
取

り
組
み
が
必
要
。
土
地
は
価

値
の
源
泉
だ
っ
た
が
、
人
口

減
少
が
本
格
化
す
る
中
で
重

荷
と
な
り
放
置
さ
れ
て
い
る
。

人
口
減
少
に
比
例
す
る
よ
う

に
、
放
棄
さ
れ
た
所
有
者
不

明
の
土
地
が
増
加
し
そ
う
で

あ
る
。
事
前
対
策
を
。

　
西
地
区
の
保
育
園
は
統
合

と
な
る
が
、
町
内
５
地
区
に

幼
稚
園
、
保
育
園
が
あ
る
。

高
校
生
は
自
転
車
通
学
圏
に

普
通
、
農
業
、
工
業
、
商
業

が
あ
り
、
高
専
、
商
船
も
自

力
通
学
が
可
能
。
学
校
の
選

択
肢
は
多
い
。
伝
統
あ
る
熊

毛
南
高
校
存
続
の
た
め
田
布

施
、
平
生
と
の
中
高
一
貫
校

を
県
に
要
望
を
。

Q Q

熊毛南高等学 校

国
体
前
年
の
昭
和
37
年
導
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
信
町
長

導
入
理
由
と
使
途
の
管
理
は

                         

松
田
規
久
夫

所有者不明土地

事後でなく事前の対応を  松　田

所有者の死亡に起因する    町　長

　
課
税
は
地
方
団
体
の
判
断

に
委
ね
ら
れ
て
い
る
任
意
税
。

地
方
税
法
に
、
都
市
計
画
法

に
基
づ
い
て
行
う
都
市
計
画

事
業
又
は
土
地
区
画
整
理
法

に
基
づ
い
て
行
う
土
地
区
画

整
理
事
業
に
要
す
る
費
用
に

充
て
る
た
め
税
を
課
す
こ
と

が
で
き
る
と
あ
る
。
税
を
導

入
し
た
理
由
と
目
的
税
の
使

途
の
管
理
は
。

Q

A　

都
市
計
画
事
業
が
実
施
さ

れ
る
と
、
所
有
者
の
利
益
が

増
加
。
応
益
税
と
し
て
昭
和

37
年
度
導
入
。
課
税
す
る
団

体
は
、
全
国
で
38
％
の
６
５

１
。
町
は
制
限
税
率
の
0.3
％

採
用
。
今
後
も
都
市
計
画
税

を
維
持
。
税
の
使
途
は
明
確

化
し
、
住
民
に
対
し
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
に
よ
る
周
知
を
検

討
。

都
市
計
画
税

松田規久夫　議員

中
高
一
貫
校
要
望
で
存
続
を  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

松
　
田

提
案
は
今
後
の
参
考
と
す
る 

　
　   
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
　
長

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
尾
﨑
教
育
長

ア
ピ
ー
ル
で
き
る
教
育
環
境

都市計画税とは
都市計画事業または土地区画整理事業に要
する費用に充てるため、市町村内の都市計
画区域のうち市街地区域内に所在する土
地、家屋に対して課税する。平成 28 年度
の都市計画税収は、9,200 万円。納税義務者
数は4,144人。1人当たりの税額は22,222円。
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子育て支援のまち

施策をしてはどうか 　
　　　　　　　   西　本

町独自の施策を検討、研究する   
　　　　　　　　　  町　長
                                  尾﨑教育長

　
こ
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に

成
長
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を

め
ざ
す
こ
と
で
町
の
将
来
が

決
ま
る
。
教
育
施
設
の
整
備
、

放
課
後
対
策
の
専
用
施
設
、

子
ど
も
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
の
整
備
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
の
連
携
強
化
。
英

語
教
育
支
援
（
英
会
話
、
英

検
）
の
充
実
な
ど
の
施
策
を

し
て
は
ど
う
か
。

Q

課
の
新
設
は
難
し
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
信
町
長

新
設
し
て
は
ど
う
か

                         

西
本
篤
史

　
佐
賀
県
み
や
き
町
で
は
、

転
入
超
過
、
子
育
て
支
援
宣

言
、
ふ
る
さ
と
納
税
額
も
億

を
越
え
、
全
国
か
ら
視
察
が

絶
え
な
い
。
全
体
の
事
業
を

視
て
い
る
の
が
ま
ち
づ
く
り

課
で
あ
る
。
各
課
の
意
見
を

ま
と
め
町
民
に
発
信
し
、
町

民
の
意
見
を
各
課
に
伝
え

る
。
こ
れ
か
ら
の
時
代
、
ま

ち
づ
く
り
課
が
必
要
で
は
。

Q

A

A

　

総
務
企
画
課
が
政
策
調

整
。
大
き
な
政
策
課
題
は
、

政
策
調
整
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、

経
済
課
が
地
域
振
興
を
担
当

す
る
。
課
の
新
設
は
、
職
員

数
や
庁
舎
ス
ペ
ー
ス
の
問
題

も
あ
り
難
し
い
。
新
し
い
政

策
課
題
に
つ
い
て
は
、
関
係

課
が
連
携
し
、
必
要
に
応
じ

て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
設
置

し
、
町
で
取
り
組
む
。

　

放
課
後
対
策
は
、
児
童
ク

ラ
ブ
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
事
業
等
に
よ
り
、
子
ど
も

の
居
場
所
を
確
保
し
て
い

る
。
今
後
、「
子
育
て
世
代

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
予

定
。
来
年
、
英
語
は
５
・
６

年
が
教
科
化
。
検
定
等
は
、

関
心
を
高
め
て
い
く
必
要
を

感
じ
て
お
り
、
検
定
料
補
助

等
は
、こ
れ
か
ら
研
究
す
る
。

ま
ち
づ
く
り
課

西本　篤史　議員

みやき町まちづくり課のロゴ
フェイスブックで町民に発信している

みやき町子育て支援宣言の看板
宣言文書に～未来へのかけがえのない希望で
あるこどもたちが健やかに成長できるまちづくり
をめざすことをここに宣言します。とある。

現在の田布施町子育て支援対策
・子育てに関する相互援助事業、ファミ
リーサポート事業、児童クラブ運営事
業、「一時保育、延長保育、障害児保
育等」の保育事業、病児・病後児保育
事業、子ども医療費の無償化、やない
ファミリー・サポート・センター、ト
ワイライトステイ。

・平成 32 年度を目途に「子育て世代包括
支援センター」の立ち上げを予定。

・コミュニティ・スクール、地域教育ネ
ット、放課後や休日の子育て支援「学
習支援ボランティアバンク事業」、た
ぶせキッズ教室等。
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町民グランド照明(錆付いた箇所も見られる)

町民グランド照明

無
料
に
で
き
な
い
か      

　
　
　
　
　
　
　
　
河
内
　
賀
寿

研
究
す
る  

　  

　
長
信
町
長    

河内　賀寿　議員

公共施設老朽化

外壁剥がれ対策は十分か
　                 河　内

検討する        　  町　長
                            尾﨑教育長

　
８
月
の
総
務
文
教
委
員
会

の
視
察
研
修
先
、
佐
賀
県
基

山
町
で
は
、
平
成
28
年
度
か

ら
、
小
中
学
生
の
実
用
英
語

技
能
検
定
（
英
検
）
検
定
料

が
無
料
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

（
１
人
に
つ
き
年
１
回
）。
子

ど
も
た
ち
の
英
語
力
及
び
学

習
意
欲
の
向
上
を
図
る
こ
と

が
目
的
と
の
こ
と
。
さ
て
本

町
も
無
料
化
で
き
な
い
か
。

　
都
会
で
は
老
朽
化
し
た
ビ

ル
か
ら
の
、
タ
イ
ル
な
ど
の

外
壁
剥
が
れ
が
問
題
に
な
っ

て
い
る
。
本
庁
の
公
共
施
設

の
老
朽
化
に
よ
る
外
壁
は
が

れ
対
策
は
十
分
か
。
町
民
グ

ラ
ン
ド
の
夜
間
照
明
の
後
ろ

の
箱
型
設
備
は
、
錆
だ
ら
け

だ
が
突
然
落
下
の
危
険
は
な

い
か
。
下
に
ネ
ッ
ト
な
ど
、

張
っ
て
は
ど
う
か
。

Q

Q

A
　

新
学
習
指
導
要
領
で
は
、

小
学
３
・
４
年
か
ら
外
国
語

活
動
が
、
５
・
６
年
で
は
英

語
が
教
科
に
な
る
。
大
学
入

試
改
革
で
は
、
英
語
の
民
間

検
定
試
験
活
用
の
方
向
性
が

打
ち
出
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

重
要
性
が
一
層
増
し
て
い

る
。
子
ど
も
た
ち
の
英
語
力

及
び
学
習
意
欲
の
向
上
を
図

る
た
め
、
今
後
研
究
す
る
。

A
　

以
前
、
麻
郷
福
祉
会
館
で

外
壁
剥
が
れ
等
が
あ
っ
た
が

修
繕
し
て
対
応
し
た
。現
在
、

外
壁
に
関
す
る
対
策
は
、
特

に
考
え
て
い
な
い
。

　

夜
間
照
明
の
後
の
箱
型
の

も
の
は
「
安
定
器
」
で
、
経

年
劣
化
で
錆
び
た
状
態
の
物

も
あ
る
。安
全
対
策
と
し
て
、

落
下
防
止
の
何
ら
か
の
対
応

を
検
討
す
る
。

小
中
学
生
の
（
英
検
）
検
定
料

＜実用英語技能検定　検定料＞

本会場の検定料

準会場実施の検定料

（公益財団法人 日本英語検定協会ホームページより）

8,400円    6,900円　5,800円    5,200円    3,800円     2,600円    2,500円

　  -    　          -            5,400円　4,800円    3,400円     2,100円    2,000円

1級 ２級 準２級準１級 ３級 ４級 ５級
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41
道
府
県
が
前
年
人
口
を

下
回
り
、
東
京
は
７
万
７
千

人
増
と
東
京
圏
へ
の
集
中
が

進
ん
で
い
る
。
地
方
創
生
を

掲
げ
て
、
人
口
減
少
対
策
や

一
極
集
中
是
正
に
取
り
組
ん

で
い
る
が
、
効
果
が
今
一
つ

見
え
な
い
。
田
布
施
町
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
の
５
年
計
画
の
半
分
が
過

ぎ
た
が
進
捗
状
況
は
。

QA
　

基
本
目
標
の
「
雇
用
の
創

出
」、「
人
口
の
社
会
的
減
少

の
抑
制
」、「
地
域
リ
ー
ダ
ー

の
育
成
」
は
、
し
っ
か
り
と

　
国
保
は
、
ほ
か
の
健
康
保

険
に
比
べ
る
と
、
加
入
者
の

高
齢
化
や
収
入
が
低
め
の
た

め
財
政
が
厳
し
い
。
来
年
度

か
ら
、
国
保
の
運
営
は
県
で

行
な
わ
れ
る
が
、
保
険
料
は

上
が
る
の
か
下
が
る
の
か
。

ま
た
全
国
の
多
く
の
市
町
村

が
厳
し
い
国
保
財
政
に
一
般

会
計
か
ら
繰
り
入
れ
て
い
る

が
本
町
も
投
入
し
て
は
。

Q

A
　

国
保
は
制
度
改
革
に
よ
り

都
道
府
県
で
運
営
さ
れ
る
こ

と
と
な
る
。
一
般
会
計
か
ら

の
繰
り
入
れ
は
県
の
指
導
等

に
よ
り
考
え
て
い
な
い
。
本

町
の
税
率
は
県
内
で
は
低
く
、

上
が
る
見
込
み
と
な
る
。
保

険
料
の
急
激
な
上
昇
を
抑
え

る
た
め
の
緩
和
措
置
に
よ

り
、
数
年
か
け
て
県
の
示
す

額
に
近
づ
け
る
こ
と
と
な
る
。

地 方 創 生

進 捗 状 況 は 　 瀨　石

進捗に応じ見直す 　町　長

※制度改革による１人当たり保険料額の比較
 （平成29年度）

JOIN移住、交流＆地域おこしフェア2017
(東京ビックサイト)

　改革後の今回試算額は、市町保有基金、前年度繰越
金、決算補填等目的の一般会計繰入など、市町独自の財
源による充当を考慮していないため、実際の保険料の額
と異なる。

山口県国民健康保険運営方針の素案　参考資料
（山口県医務保険課ホームページより）

上
が
る
の
か
下
が
る
の
か
　
　

　 

　
　
　
　
　
　
　
　  

　  

瀨
石
　
公
夫

上
が
る
見
込
み          

長
信
町
長

国
民
健
康
保
険
料

瀨石　公夫　議員

施
策
が
進
ん
で
い
る
。
し
か

し
、
年
少
人
口
は
予
想
を
超

え
る
速
さ
で
減
少
、「
結
婚
・

出
産
・
子
育
て
環
境
の
整
備
」

の
展
開
を
検
討
し
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ
サ
イ
ク
ル
に
よ
り
進
捗
に

応
じ
見
直
し
て
い
る
。

ＰＤＣＡサイクルとは
事業活動における生産管理や品質管理などの管
理業務を円滑に進める手法、Ｐｌａｎ（計画）、
Ｄｏ（実行）、Ｃｈｅｃｋ（評価）、Ａｃｔ ( 改善 )
を繰り返すことで、業務を継続的に改善する。

下関市
宇部市 
山口市 
萩市 
防府市 
下松市 
岩国市 
光市 
長門市 
柳井市 
美祢市 
周南市 
山陽小野田市 
周防大島町 
和木町 
上関町 
田布施町 
平生町 
阿武町 
県平均 

98,533
99,232
96,343
102,842
92,802
102,776
97,196
96,670
99,431
90,873
97,880
105,684
96,197
93,754
97,336
81,552
82,487
104,429
99,495
98,217

▲5,998
▲6,538
11,237
▲1,681
▲1,531
1,834
10,931
10,336
▲18,362
8,148
▲6,507
▲9,224
▲2,240
4,052
26,819
21,751
14,217

▲12,059
▲9,331
▲362

▲6.1
▲6.6
11.7
▲1.6
▲1.6
1.8
11.2
10.7
▲18.5
9.0
▲6.6
▲8.7
▲2.3
4.3
27.6
26.7
17.2
▲11.5
▲9.4
▲0.4

92,535
92,694
107,580
101,161
91,271
104,610
108,127
107,006
81,069
99,021
91,373
96,460
93,957
97,806
124,155
103,303
96,704
92,370
90,164
97,855

市町名
現行

（保険料賦課時点）
円

改革後
（今回試算額） 増減額 増減率

円 円 ％
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町
と
し
て
の
対
策
は      

　
　
　
　
　
　
　
　 

竹
谷
　
和
彦

青
年
男
女
に
対
す
る
活
動
支
援

支
援
等
を
検
討
し
た
い  

　  

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　     

長
信
町
長    

竹谷　和彦　議員

　
本
町
は
老
人
ク
ラ
ブ
の
活

動
が
非
常
に
活
発
で
元
気
な

姿
を
よ
く
見
か
け
る
が
、
20

歳
代
か
ら
30
歳
代
の
青
年
男

女
の
姿
が
見
え
て
こ
な
い
。

か
つ
て
は
本
町
も
青
年
団
活

動
が
活
発
で
あ
っ
た
が
、
町

と
し
て
青
年
男
女
に
対
す
る

支
援
措
置
は
何
か
考
え
て
い

る
か
。

　
先
日
、
佐
賀
県
の
み
や
き

町
に
視
察
に
行
き
、
町
長
か

ら
Ｐ
Ｆ
Ｉ
に
つ
い
て
説
明
し

て
い
た
だ
き
深
い
感
銘
を
受

け
た
。
本
町
で
も
Ｐ
Ｆ
Ｉ
が

実
施
可
能
か
、
今
後
研
究
会

や
勉
強
会
等
を
行
う
予
定
は

あ
る
か
。

　
田
布
施
町
体
育
セ
ン
タ
ー

敷
地
内
の
土
俵
は
、
近
年
使

わ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る

が
、
い
つ
ど
う
い
う
目
的
で

つ
く
ら
れ
た
も
の
か
。
今
後

の
活
用
予
定
は
。

Q

QQ

A

AA

　

田
布
施
町
連
合
青
年
団

は
、
昭
和
30
年
の
町
村
合
併

時
に
発
足
し
た
が
、
次
第
に

団
員
数
は
減
少
し
昭
和
62
年

に
自
然
解
散
と
な
っ
て
い

る
。
老
人
ク
ラ
ブ
と
同
様
、

青
年
団
活
動
に
は
支
援
を
行

っ
て
い
た
の
で
、
今
後
こ
の

よ
う
な
活
動
が
あ
れ
ば
支
援

等
を
検
討
す
る
。

　

本
町
で
は
平
成
26
年
頃
よ

り
、
地
方
銀
行
と
Ｐ
Ｆ
Ｉ
に

つ
い
て
意
見
交
換
を
実
施
し

た
り
、
セ
ミ
ナ
ー
等
に
参
加

し
て
研
究
し
て
い
る
が
、
現

実
的
に
県
内
で
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の

事
例
は
少
な
い
。引
き
続
き
、

活
用
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね

て
い
き
た
い
。

　

相
撲
人
気
の
全
盛
期
の
平

成
元
年
12
月
に
約
４
４
０
万

円
か
け
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

に
公
認
の
相
撲
場
が
整
備
さ

れ
た
。
当
初
は
子
供
会
や
ス

ポ
ー
ツ
ま
つ
り
等
で
利
用
さ

れ
て
い
た
が
、
最
近
は
利
用

さ
れ
て
お
ら
ず
利
用
予
定
は

な
い
。
今
後
の
活
用
に
向
け

維
持
管
理
を
行
い
た
い
。

利
用
状
況
と
今
後
の
活
用
は

　
　
　 

　
　
　
　
　
　
　
　  

竹
　
谷

活
用
に
向
け
維
持
管
理
す
る            

                                        

尾
﨑
教
育
長

体
育
セ
ン
タ
ー
の
土
俵

Ｐ Ｆ Ｉ

実施について検討は
                      　 竹　谷

検討を重ねていく 　町　長

PFI（Private Finance Initiative）とは
国や地方公共団体の事業コストの削減、よ
り質の高い公共サービスの提供を図るた
め、公共施設等の建設、維持管理、運営等
を民間の資金、経営能力及び技術的能力を
活用して行う新しい手法。

活発だった青年団活動（大文化祭講演会）

体育センター土俵
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総
務
文
教
視
察
レ
ポ
ー
ト

総
務
文
教
視
察
レ
ポ
ー
ト

　

８
月
22
日
～
23
日
に
佐
賀

県
の
２
町
へ
視
察
研
修
に
行

き
ま
し
た
。
基
山
町
で
は
英

語
力
向
上
の
た
め
実
施
し
て

い
る
小
中
学
生
へ
の
英
検
の

受
検
料
補
助
に
つ
い
て
研
修

を
行
い
活
発
な
質
疑
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

み
や
き
町
で
は
定
住
化
対

策
と
し
て
負
担
金
ゼ
ロ
の
Ｐ

Ｆ
Ｉ
に
よ
る
公
共
施
設
の
整

備
に
つ
い
て
の
研
修
・
視
察

を
行
っ
た
午
前
10
時
～
12
時

の
研
修
会
議
で
は
、
み
や
き

町
長
よ
り
詳
し
く
説
明
を
受

け
、
リ
ー
ダ
ー
の
情
熱
と
行
動

力
で
町
は
大
き
く
変
わ
る
と

い
う
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

熊
毛
郡
町
議
会
議
員
合
同

研
修
会
が
７
月
19
日
、
平
生

町
で
あ
り
ま
し
た
。

　

講
演
は
、
山
口
県
健
康
福

祉
部
障
害
者
支
援
課
の
佐
藤

始
課
長
と
村
谷
利
浩
主
幹
を

講
師
に
迎
え
、「
障
害
者
差
別

解
消
法
の
施
行
と
地
方
自
治

体
の
取
組
に
つ
い
て
」
と
題

し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

障
害
者
差
別
解
消
法
と
は
、

障
害
の
あ
る
人
へ
の
差
別
を

な
く
す
こ
と
で
、
障
害
の
あ

る
人
も
な
い
人
も
共
に
生
き

る
社
会
（
共
生
社
会
）
を
つ

く
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る

こ
と
、
そ
し
て
、
法
の
ポ
イ

ン
ト
と
し
て
、
障
害
を
理
由

と
し
て
不
当
な
差
別
的
取
扱

い
と
合
理
的
配
慮
の
不
提
供

が
差
別
と
な
り
禁
止
さ
れ
る

こ
と
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。。

　

次
に
、
あ
い
サ
ポ
ー
ト
運

動
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

　

こ
の
運
動
は
、
一
昨
年
８

月
か
ら
山
口
県
で
は
開
始
さ

れ
ま
し
た
が
、
実
質
的
に
は

ロ
ゴ
マ
ー
ク
が
で
き
た
12
月

か
ら
と
な
っ
て
い
ま
す
。

佐賀県みやき町視察研修

佐賀県基
き

山
やま

町視察研修 PFI方式で建設された町営住宅（みやき町）

議員合同研修会（7月19日）

熊毛郡町議会議員合同研修会
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議
会
実
務

     
研
修
会

山口県町
自治研修会

　

８
月
30
日
山
口
市
で
開
催

さ
れ
た
山
口
県
町
議
会
実
務

研
修
会
、
駒
澤
大
学
の
大
山

礼
子
先
生
に
よ
る
「
こ
れ
か

ら
求
め
ら
れ
る
町
村
議
会
の

役
割
」
の
講
演
会
に
参
加
し

ま
し
た
。
議
会
改
革
と
住
民

へ
の
ア
ピ
ー
ル
の
必
要
性
を

学
び
ま
し
た
。

自治研修会

議会実務研修会

モニター懇話会の様子

講師の大山礼子先生

モ
ニ
タ
ー
懇
話
会
を

　
　   

開
き
ま
し
た

　

７
月
26
日
に
議

会
広
報
広
聴
モ
ニ

タ
ー
懇
話
会
が
開

催
さ
れ
10
人
の
方

が
委
嘱
さ
れ
ま
し

た
。

　

モ
ニ
タ
ー
は
町

内
５
地
域
の
中
で
、

そ
れ
ぞ
れ
２
人
が

選
ば
れ
ま
す
。

　

懇
話
会
で
は
モ

ニ
タ
ー
の
方
と
議

会
広
報
委
員
が
和

や
か
に
話
を
し
ま

し
た
。
２
年
目
の

方
や
、
初
め
て
の

方
も
日
頃
は
議
会

や
議
会
広
報
に
は

興
味
が
な
か
っ
た

が
こ
の
機
会
に
関

心
を
持
つ
よ
う
に

な
っ
た
と
お
話
さ

れ
ま
し
た
。

永
田　

京
子
（
宿　

井
）

髙
橋　

正
和
（
城　

南
）

梅
木　

靖
子
（
大
波
野
上
）　

土
谷
伊
津
美
（
大
波
野
中
）

赤
野　

洋
二
（
竹　

尾
）

梅
原　

唯
廣
（
矢　

蔵
）

叶　
　

宏
子
（
蓮　

輪
）

平
松　

恭
子
（
浜　

城
）

大
内
久
美
子
（
尾
津
東
）

中
坪　

哲
治
（
中　

郷
）

　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　

９
月
26
日
、
山
口

市
で
平
成
29
年
度
山

口
県
町
自
治
研
修
会

が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
本
町
議
会
か
ら

は
議
員
６
名
が
出
席

し
ま
し
た
。

　

講
師
は
、
国
立
大

学
法
人
東
京
工
業
大

学
特
命
教
授
・
名
誉

教
授
の
柏
木
孝
夫
氏

で
「
ど
う
す
る
？
日

本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
～

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
現
状

と
将
来
～
」
と
題
し

て
講
演
さ
れ
ま
し

た
。

　

超
ス
マ
ー
ト
社
会

が
実
現
す
る
地
方
創

生
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

地
産
地
消
等
、
熱
い

講
演
に
は
皆
聞
き
入

り
ま
し
た
。

議
会
広
報
広
聴

モ
ニ
タ
ー
の
み
な
さ
ま
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モ
ニ
タ
ー
一
年
生叶

　
　
宏
子

　

子
ど
も
た
ち
の
は
し
ゃ
ぎ

声
、
親
子
の
会
話
、
そ
し
て

漁
協
や
地
域
の
皆
さ
ん
と
触

れ
あ
う
姿
。
そ
ん
な
和
気
あ

い
あ
い
と
し
た
様
子
が
、
表

紙
の
地
引
網
体
験
の
写
真
か

ら
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
し

か
も
、
リ
レ
ー
随
筆
か
ら
、

こ
の
体
験
へ
の
応
募
が
定
員

オ
ー
バ
ー
だ
っ
た
こ
と
を
知

り
、
馬
島
へ
の
人
気
の
高
ま

り
を
感
じ
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
議
会
広
報
モ

ニ
タ
ー
を
依
頼
さ
れ
、
今
ま

で
よ
り
も
関
心
を
も
っ
て
ペ

ー
ジ
を
め
く
り
ま
し
た
。
６

月
の
定
例
会
の
一
般
質
問
の

様
子
は
、
Ｑ
＆
Ａ
形
式
で
写

真
も
入
れ
な
が
ら
簡
潔
に
ま

と
め
て
書
か
れ
て
い
て
分
か

り
や
す
か
っ
た
で
す
。
予
算

の
歳
入
や
歳
出
な
ど
具
体
的

な
数
字
が
出
さ
れ
て
い
る
も

の
は
、
表
や
グ
ラ
フ
で
表
す

と
、
も
っ
と
分
か
り
や
す
い

の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し

た
。

　

モ
ニ
タ
ー
一
年
生
と
し

て
、
も
っ
と
こ
の
町
の
事
に

つ
い
て
知
り
、
町
行
政
に
つ

い
て
関
心
を
持
っ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

対
岸
の
火
事
で
は
な
い

赤
野
　
洋
二

　

テ
レ
ビ
で
「
変
わ
る
ア
メ

リ
カ
軍
岩
国
基
地
」
を
放
送

し
て
い
た
。
沖
縄
と
新
た
に

厚
木
基
地
か
ら
空
母
艦
載
機

が
移
転
し
て
く
る
と
岩
国
は

東
ア
ジ
ア
最
大
規
模
の
米
空

軍
基
地
と
な
る
。
北
の
喧
伝

し
て
い
る
在
日
米
軍
基
地
へ

の
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
に
備
え
、

市
は
訓
練
を
実
施
し
て
い

る
。「
ミ
サ
イ
ル
が
発
射
さ

れ
ま
し
た
。
頑
丈
な
建
物
や

地
下
に
避
難
し
て
く
だ
さ

い
。」
の
放
送
が
あ
る
と
母

親
は
子
供
を
抱
え
て
避
難
す

る
。
シ
ェ
ル
タ
ー
か
と
思
っ

た
ら
ト
イ
レ
だ
っ
た
。
笑
っ

て
し
ま
っ
た
。

　

１
３
４
号
の
質
問
で
２
人

の
議
員
さ
ん
が
質
問
を
し
て

い
た
。「
弾
道
ミ
サ
イ
ル
落

下
時
の
対
応
に
つ
い
て
の
反

響
は
」「
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
時

や
テ
ロ
の
対
応
は
。」
い
ず

れ
も
「
特
に
反
響
は
な
い
」

「
法
律
に
基
づ
い
て
対
処
す

る
」
と
切
迫
感
は
な
い
。
岩

国
と
は
至
近
距
離
に
あ
る
。

対
岸
の
火
事
で
は
な
い
と
思

う
。
さ
ら
に
掘
り
下
げ
た
審

議
を
切
望
す
る
。

夏
休
み
の
自
由
研
究
に

土
谷
伊
津
美

　

今
ま
で
漫
然
と
議
会
だ
よ

り
を
読
ん
で
き
ま
し
た
が
、

今
回
改
め
て
町
議
会
の
内
容

の
情
報
を
公
開
広
報
し
て
く

れ
て
い
る
機
関
紙
が
あ
る
の

は
有
難
い
こ
と
だ
と
感
じ
ま

し
た
。
一
般
質
問
は
わ
か
り

や
す
く
、
町
に
今
ど
ん
な
問

題
が
あ
る
の
か
、
議
員
の
方

が
ど
の
よ
う
な
意
見
や
質
問

を
持
っ
て
お
ら
れ
る
の
か
を

知
る
よ
い
機
会
で
あ
り
、
い

ろ
ん
な
視
点
で
町
政
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
町
の
将
来
に
関
す

る
計
画
や
、
教
育
関
係
に
つ

い
て
は
、
若
い
人
た
ち
に
関

心
を
持
っ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。
未
来
の
町
政
を
担
っ

て
い
く
の
は
、
今
の
若
い
人

た
ち
で
す
か
ら
。
さ
ら
に
子

供
た
ち
も
。
夏
休
み
の
自
由

研
究
の
材
料
に
こ
の
議
会
だ

よ
り
を
利
用
す
る
の
は
良
い

ア
イ
デ
ア
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
子
供
だ
け
で
は
同
然

難
し
い
の
で
、
親
子
で
一
緒

に
読
ん
だ
り
話
し
合
っ
た
り

し
て
い
く
こ
と
で
、
町
政
に

親
し
み
、
政
治
が
身
近
な
も

の
に
な
っ
て
い
く
の
で
は
、

と
思
い
ま
す
。

更
な
る
地
域
活
力
を

中
坪
　
哲
治

　

議
会
だ
よ
り
モ
ニ
タ
ー
を
引

き
受
け
て
、
初
の
感
想
文
投

稿
に
あ
た
り
、
１
３
４
号
を
読

ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

先
ず
、
表
紙
の
町
子
連
主

催
の
馬
島
で
遊
ぼ
う
（
地
引

網
体
験
）
に
は
多
く
の
親
子

が
参
加
さ
れ
存
分
に
楽
し
ま

れ
た
こ
と
が
伺
え
ま
す
。
ま

た
、
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
さ
れ

た
方
々
は
、
馬
島
の
魅
力
を

町
内
外
の
知
人
等
に
発
信
さ

れ
た
事
と
思
い
ま
す
。

　

次
に
、
議
員
各
氏
の
町
政

へ
の
提
言
の
中
で
、「
共
助
」

の
活
動
が
必
要
で
あ
る
と
の

趣
旨
に
、
小
中
学
生
の
社
会

貢
献
、
社
会
参
加
は
学
校
を

核
と
し
て
地
域
住
民
の
参
画

を
促
進
し
な
が
ら
「
共
助
」

の
心
を
育
ん
で
地
域
の
未
来

を
切
り
開
く
人
材
を
育
て
て

行
く
と
の
頼
も
し
い
回
答
で

し
た
。

　

65
才
以
上
（
買
い
物
弱
者

予
備
群
）
の
割
合
が
益
々
多

く
な
る
里
山
周
辺
地
域
で
、

頑
張
っ
て
い
る
の
も
65
才
以

上
で
す
。
若
い
世
代
の
人
材

育
成
に
胸
を
弾
ま
せ
つ
つ
、

「
共
助
」
の
心
持
ち
を
再
確

認
い
た
し
ま
し
た
。

◆
お
礼
◆

　
議
会
広
報
広
聴
モ
ニ
タ
ー

の
皆
様
に
は
ご
多
忙
な
中

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
毎
号

貴
重
な
ご
意
見
や
ご
感
想

を
い
た
だ
き
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

134号を読んでの感想です

議
会
だ
よ
り
を
読
ん
で

髙
橋
　
正
和

　

こ
の
た
び
議
会
だ
よ
り
の

モ
ニ
タ
ー
の
役
を
い
た
だ

き
、
日
頃
目
に
し
な
い
単
語

を
調
べ
な
が
ら
読
ま
せ
て
い

た
だ
い
た
。

　

６
月
定
例
会
一
般
質
問
の

「
弾
道
ミ
サ
イ
ル
落
下
時
の

行
動
に
つ
い
て
」
を
読
ん
で

思
い
出
し
た
こ
と
が
あ
る
。

８
年
前
に
町
政
モ
ニ
タ
ー
に

な
っ
た
頃
、
北
朝
鮮
の
実
験

ミ
サ
イ
ル
が
秋
田
、
岩
手
上

空
を
通
過
し
太
平
洋
に
落
下

し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
モ
ニ

タ
ー
と
し
て
発
言
の
機
会
が

あ
り
、「
も
し
ミ
サ
イ
ル
攻

撃
さ
れ
た
ら
ど
う
す
る
の

か
？
」
と
あ
り
え
な
い
と
思

い
つ
つ
質
問
し
た
こ
と
が
あ

る
が
、
今
の
世
界
情
勢
で
は

冗
談
で
な
く
、
ま
さ
に
現
実

化
し
緊
迫
状
態
で
あ
る
。
６

年
前
の
東
日
本
大
震
災
、
つ

い
最
近
で
は
九
州
北
部
豪
雨

災
害
な
ど
甚
大
か
つ
予
測
不

可
能
な
災
難
災
害
が
多
く
発

生
し
て
い
る
。
自
分
の
住
む

町
で
は
起
こ
ら
な
い
他
人
事

の
よ
う
に
思
い
が
ち
で
あ
る

が
、
日
頃
か
ら
身
の
安
全
と

防
災
意
識
を
持
つ
べ
き
だ
と

強
く
感
じ
る
。

平成29年 10 月 27日



地球資源保護のため再生紙を使用しています。

　

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

に
、
以
前
、
田
布
施
川

を
春
に
は
桜
、
秋
に
は

彼
岸
花
で
町
の
名
所
に

し
て
は
と
、
田
布
施
川

の
彼
岸
花
の
写
真
を
ア

ッ
プ
し
た
。
沢
山
の「
い

い
ね
」
を
頂
い
た
。

　

真
っ
赤
な
彼
岸
花
、

｢

何
だ
か
不
気
味｣

と

い
う
人
も
い
れ
ば
、「
あ

の
妖
艶
さ
が
好
き
」、

「
こ
の
花
を
見
る
と
癒

さ
れ
る
」
と
い
う
人
も

　　曼
まん

 殊
じゅ

 沙
しゃ

 華
げ

瀨　石　公　夫

い
る
。
い
ず
れ
に
し
て

も
心
の
奥
に
残
る
花
で

あ
る
。

　
「
曼
珠
沙
華　

行
く
雲

遠
く　

人
遠
く
」
と
著

書
「
花
壇
」
の
中
で
井

上
靖
が
詠
ん
で
い
る
。

　

彼
岸
花
、
幼
少
の
頃

か
ら
秋
の
稔
り
の
時
季

に
は
必
ず
咲
く
、
日
本

人
が
原
風
景
と
し
て
思

い
描
く
で
あ
ろ
う
秋
の

風
景
、
こ
れ
か
ら
も
残

し
た
い
も
の
だ
。

　

昨
年
12
月
12
日
突
発

性
難
聴
で
大
和
病
院
に

入
院
し
た
。
今
ま
で
聞

こ
え
て
い
た
右
耳
が
突

然
全
く
聞
こ
え
な
く
な

り
パ
ニ
ッ
ク
。
病
院
に

行
く
と
即
入
院
。

　

そ
れ
か
ら
一
か
月

間
、
午
前
、
午
後
と
点

滴
治
療
、
約
６
時
間
。

　

両
耳
で
な
か
っ
た
こ

と
は
幸
せ
と
思
う
。
一

ヶ
月
の
入
院
が
ど
れ
だ

け
体
力
を
失
っ
て
し
ま

う
か
を
経
験
。
現
在
も

元
に
は
戻
ら
な
い
。

　

健
康
に
は
自
信
が
あ

っ
た
だ
け
に
シ
ョ
ッ
ク

だ
。
こ
れ
以
上
進
ま
な

い
よ
う
に
と
、
毎
朝
夕

の
腹
筋
運
動
、
サ
ー
ク

ル
で
の
ダ
ン
ス
、
指
導
、

畑
仕
事
、
歌
会
、
カ
ラ

オ
ケ
で
努
力
。

　

衰
え
は
早
い
が
回
復

は
難
し
い
。
維
持
だ
け

に
生
き
が
い
を
求
め
て

過
ご
す
毎
日
で
す
。

谷　村　善　彦

  健康維持に努力

　

町
議
会
は
、
定
例
会
（
３

月
、
６
月
、
９
月
、
12
月
）

と
必
要
が
あ
る
場
合
に
開
か

れ
る
臨
時
会
が
あ
り
ま
す
。

議
会
で
は
、
皆
さ
ん
の
生
活

に
密
着
し
た
重
要
な
問
題
が

審
議
さ
れ
て
い
ま
す
。
身
近

な
町
政
を
知
る
た
め
、ま
た
、

議
員
の
活
動
や
町
議
会
の
様

子
を
知
る
た
め
に
も
、
議
会

を
傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

な
お
、
本
会
議
で
の
傍
聴

席
は
30
席
設
け
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　
議
会
事
務
局

　
☎
（
５
２-

５
８
０
０
）

　

平
成
29
年
７
月
６
日
、
東

京
都
内
で
開
催
さ
れ
た
広
報

ク
リ
ニ
ッ
ク
に
國
本
・
竹
谷

の
両
委
員
が
、
ま
た
、
同
じ

く
都
内
で
９
月
29
日
に
開
催

さ
れ
た
広
報
研
修
会
に
谷
村

委
員
が
参
加
し
ま
し
た
。　

講
師
で
広
報
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
の
芳
野
政
明
氏
に
よ
る
町

村
議
会
広
報
誌
へ
の
的
確
な

ア
ド
バ
イ
ス
は
今
後
の
議
会

だ
よ
り
を
発
行
す
る
上
で
大

変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

議
会
を
傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か

※
い
ず
れ
も
午
前
９
時
か
ら

※
正
式
に
は
12
月
５
日
の
議

　

会
運
営
委
員
会
で
決
定
さ

　

れ
ま
す
の
で
、
ご
確
認
下

　

さ
い
。 11 日 本会議（初日）

（一般質問）
経済厚生委員会
総務文教委員会
本会議（最終日）

13 日

15 日
20 日

12月定例会の日程（予定）

　

今
年
の
夏
は
地
球
温
暖
化
の

せ
い
か
田
布
施
も
あ
つ
い
夏
で

し
た
。

　

あ
つ
い
と
言
え
ば
、
今
回
の

議
会
で
は
、
先
日
佐
賀
県
み
や

き
町
に
行
政
視
察
に
行
っ
た
議

員
た
ち
の
あ
つ
い
一
般
質
問
が

相
次
ぎ
ま
し
た
。

　

み
や
き
町
の
視
察
で
は
町
長

自
ら
あ
つ
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

ア
イ
デ
ィ
ア
次
第
で
町
の
人

口
は
増
え
、
町
は
活
性
化
す
る

も
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
ま
さ

に
高
度
成
長
期
の
よ
う
で
し

た
。
今
ま
で
行
っ
た
視
察
の
中

で
一
番
良
か
っ
た
と
の
意
見
も

出
ま
し
た
。

　

田
布
施
の
ま
ち
も
、
も
っ
と

あ
つ
く
な
っ
て
ほ
し
い
。

　
　
　
　
　
　
（
西
本
篤
史
）

議
会
広
報
広
聴
調
査
委
員

　

委 

員 

長　

河
内
賀
寿

　

副
委
員
長　

西
本
篤
史

　

委
員　
　
　

谷
村
善
彦

　
　
　
　
　
　

國
本
悦
郎

　
　
　
　
　
　

竹
谷
和
彦

　
　
　
　
　
　

國
安
和
夫
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